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東北地方太平洋沖地震に伴う

女川原子力発電所における地震観測記録の

分析および津波の調査結果について

平成23年4月7日
東北電力株式会社
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女川原子力発電所

×

（震源）

震源深さ：24km

震央距離：123km，震源距離：125km

規模：マグニチュード９．０

（女川原子力発電所の状況）

１，２，３号機は，「地震加速度大」※信号に
より原子炉が自動停止（設計通り）

保安確認用地震計で５６７．５ガルの最大
加速度を観測

１．平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震の概要

※：原子炉自動停止の設定値
水平２００ガル，鉛直１００ガル

（各地の震度）

震度７：宮城県栗原市築館

震度６強：宮城県涌谷町新町，大崎市古川北町，仙台市
宮城野区苦竹，他

震度６弱：宮城県石巻市鮎川浜，気仙沼市赤岩，仙台市
青葉区落合，他

東通原子力発電所
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２．地震計の設置位置（女川１号機原子炉建屋）

▲：保安確認用地震計 ●：建屋観測用地震計

最大加速度（567.5ガル）を観測
（平成23年3月11日お知らせ済み）

女川１号機原子炉建屋
基礎版上（地下２階）の地震計位置図

女川１号機原子炉建屋
地震計断面位置図（東西断面）

PN
（東）（西）
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３．原子炉建屋観測用地震計の最大加速度値

476497512321458573基礎版上

7778727925476926571階

93812001201888917956燃料取替床 (3階)

106423422258100415781868屋上

3号機

490572594389461607基礎版上

7686587243305696051階

968111012207438301270燃料取替床 （3階)

109126343023109316171755屋上

2号機

451529532439587540基礎版上

5277176605105745731階

10611443128111839981303燃料取替床 (5階)

138822002202138916362000※屋上

1号機

UD方向EW方向NS方向UD方向EW方向NS方向

最大加速度値（ガル）

基準地震動Ssに対する
最大応答加速度値（ガル）

観測記録

観測位置

※当該地震計の最大設定値（2000ガル）を上回っているため参考値
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４．地震観測記録と基準地震動Ssとの関係

（O.P.-8.6ｍ）

解放基盤表面相当

原子炉建屋

上部地盤

G.L.（地表面）

基準地震動Ssに対する
基礎版上の最大応答加速度値

（解析値）

基準地震動Ss：580ガル

（耐震バックチェック）
上部地盤や建物の振動による影響を全く受けない

岩盤表面（解放基盤表面）で設定されたもの

建屋観測用地震計
の観測記録
（実測値）

比較

地盤増幅

原子炉建屋基礎版上では
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５．最大加速度値の分布図

建屋観測用地震計で得られた観測記録の最大加速度値は、基準地震動Ssによる最大応
答加速度値を一部上回っているものの、ほぼ同等となっている

基準地震動Ss-D応答（NS方向）
観測記録（NS方向）
基準地震動Ss-D応答（EW方向）
観測記録（EW方向）

※女川1号機屋上（NS方向）の観測記録は、最大設定値を超えているため参考値

屋上
O.P.61.575m

5階
O.P.44.7m

1階
O.P.15.0m

基礎版上
O.P.2.3m

屋上
O.P.50.5m

3階
O.P.33.2m

1階
O.P.15.0m

基礎版上
O.P.-8.1m

0 1000      2000      3000     4000 0 1000      2000      3000     4000 0 1000      2000      3000     4000
（Gal） （Gal） （Gal）

屋上
O.P.50.5m

3階
O.P.33.2m

1階
O.P.15.0m

基礎版上
O.P.-8.1m

女川1号機 女川2号機 女川3号機
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６．敷地地盤での地震観測記録
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G.L.(O.P.+18.7m)

岩盤上部
Vs=1500ｍ/ｓ

Vs=2600ｍ/ｓ

Vs=2000ｍ/ｓ

（解放基盤表面相当位置）

敷地地盤の地震計設置位置図

深さ方向の地震計位置
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基準地震動Ss-D（水平方向）

基準地震動Ss-B（水平方向）

基準地震動Ss-F（水平方向）

O.P.-8.6mの観測記録（NS方向）

O.P.-8.6mの観測記録（EW方向）

水平方向 

地盤観測点 

1 号機 

2 号機 

3 号機 
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７．敷地地盤の地震観測記録と基準地震動Ssとの関係

（O.P.-8.6ｍ）

解放基盤表面相当

岩盤

上部地盤

G.L.（地表面）

今後、敷地地盤の地震観測記録を基準地震動Ssと同じ条件とするため、

地震計の上部地盤の影響を取り除くはぎとり解析を実施する

基準地震動Ss：580ガル

（耐震バックチェック）
上部地盤や建物の振動による影
響を全く受けない岩盤の表面（解
放基盤表面）で設定されたもの

敷地地盤の地震観測記録
（実測値）

単純には
比較できない
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８．原子炉建屋耐震壁の変形の評価結果

基礎版上の観測記録
から算定した入力波

 

0.41×10-30.18×10-3EW方向

0.99×10-30.81×10-3NS方向
女川3号機

0.55×10-30.28×10-3EW方向

1.15×10-30.49×10-3NS方向
女川2号機

0.56×10-30.35×10-3EW方向

0.65×10-3

2.0×10-3

0.36×10-3NS方向
女川1号機

基準地震動Ss評価基準値解析結果

基礎版上の観測記録を用いた地震応答解析の概要

原子炉建屋耐震壁の変形の評価結果
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９．原子炉建屋各階毎の耐震壁に作用した
せん断力の評価結果

女川1号機 女川2号機 女川3号機

解析結果（NS方向）
鉄筋の弾性範囲で負担できる各階毎のせん断力（NS方向）
解析結果（EW方向）
鉄筋の弾性範囲で負担できる各階毎のせん断力（EW方向）

屋上
O.P.61.575m

5階
O.P.44.7m

1階
O.P.15.0m

基礎版上
O.P.2.3m

屋上
O.P.50.5m

3階
O.P.33.2m

1階
O.P.15.0m

基礎版上
O.P.-8.1m

屋上
O.P.50.5m

3階
O.P.33.2m

1階
O.P.15.0m

基礎版上
O.P.-8.1m

0 500 1000 1500 2000
（×103kN）

0 1000           2000           3000
（×103kN）

0 1000           2000           3000
（×103kN）

解析結果は、鉄筋の弾性範囲で負担できる各階毎のせん断力を下回っている

※ 比率（解析結果／弾性限耐力）の
最大値
女川１号機：0.88
女川２号機：0.66
女川３号機：0.59

※

※ ※
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１０．地震観測記録に係る今後の対応

各施設に対して地震の影響を考慮した詳細点検

を実施する。

各施設に対して既に実施済みの耐震裕度向上対

策を踏まえた評価を実施する。
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１１．潮位計の設置概要図

岸 壁

O.P.-5.0m※

O.P.+3.5m※

常時観測用

・潮位計は，発電所前面の港内静穏域に設置。
常時観測用 （測定範囲 －５ｍ～＋ ５ｍ） ⇒ 津波により欠測
バックアップ用 （測定範囲 －５ｍ～＋２０ｍ） ⇒ 観測記録取得

バックアップ用

※ 設置時の標高にて表示 （今回の地震発生後に公表された国土地理院による女川原子力発電所
周辺の地殻変動（－約１ｍ：速報値） は考慮されていない）

●潮位計

観測位置図

200m

発電所
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１２．津波の観測記録

※ O.P.（女川の基準面： 東京湾平均海面－0.74m）にて表示。
今回の地震発生後に公表された国土地理院による女川原子力発電所周辺の 地殻変動（－約１ｍ：速報値） を考慮。

潮位計で観測された津波の高さは、Ｏ．Ｐ．約＋１３ｍ※ であった。

2011年3月11日潮位記録（女川）

-8.0
-6.0
-4.0
-2.0
0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0
12.0
14.0

1
5
:
0
0

1
5
:
1
0

1
5
:
2
0

1
5
:
3
0

1
5
:
4
0

1
5
:
5
0

1
6
:
0
0

時　刻

水
位
(
O
.
P
.
ｍ

※
１
)

最大値

O.P. ＋約１３ｍ※１

測定レンジ超過



15

１３．津波の痕跡調査結果

敷地海側の一部に海水の浸入痕が確認されたが、主要な建屋には

到達していない。

凡　例
　　　 海水の浸入痕が認められる位置
　　　 主要建屋が設置されている敷地

１号機

２号機

３号機

200m

写真B

写真A

：撮影方向
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１４．津波痕跡の例

 

写真B 敷砂利上に残留した塵芥写真A 構内道路上に残留した塵芥
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１５．津波の調査結果まとめ

女川原子力発電所の潮位計で観測された津波の高さは、Ｏ．Ｐ．＋約１３ｍ※

であり、敷地高さ（Ｏ．Ｐ．＋約１３．８ｍ※ ）を超えていないことを確認した。

▼O.P. ＋約１３m ※

▼O.P. ＋９．１ｍ

設置許可

敷地海側の一部に海水の浸入痕

潮位計の観測記録

▼敷地高さ O.P. ＋約１３．８ｍ ※

主要建屋の配置エリア

潮位計

（主要な建屋に到達していない）

痕跡調査

（O.P. 女川の基準面 ： 東京湾平均海面－0.74m）

※ 今回の地震発生後に公表された国土地理院による女川原子力発電所周辺の地殻変動（－約１ｍ：速報値） を考慮。
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１６．津波調査結果を踏まえた今後の対応

発電所周辺の痕跡調査および敷地内の測量等を

実施し，地殻変動の影響等を評価する。

発電所の信頼性を一層向上させるための津波対

策に取り組んでいく。
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O.P.-5.0m (基準位置 )

岸 壁

地殻変動量（1m※）

標準の水位 （O.P.0m）

水位 = 0 m に校正

岸 壁

岸 壁

時間

水
位

地殻変動量の分
高く計測される

------ 記録された値（地殻変動後）

実際の水位

0m

標準の水位 （O.P.0m）

1m※

※ 今回の地震発生後に公表された国土地理院による女川原子力発電所周辺の地殻変動（－約１ｍ：速報値） を考慮した値

O.P.-6.0m※

地震前 地震後

水位 = 1m※ と記録

潮位計は地殻変動を含めた水面の高さを計測している。（1m※高く計測される）

⇒ 実際の水位 ＝ 記録された値 － 地殻変動量

地殻変動量（1m※）

地殻変動量の分
高く計測される

（補足）潮位計の実測値補正（地殻変動の影響）


